
38●民医連医療 No.592／2022年 1 月号

１ ．生と死の考察から幸福を考える

これから「幸福」についての私見を述べていく
が、「健康」と「幸福」について考えるときには、
その前に「生と死」について考えておく必要があ
ることをあらかじめ述べておきたい。
「病気をして初めて健康のありがたさがわかる」

とよく言われるが、これは人生のなかで誰しも経
験することだ。私は正直思っている、死なない程
度に苦しむが、復活できる病気の開発ができたら、
人間はとても他者に優しい生き方ができるのでは
ないかと…。カール・ヒルティは、「病気をきっ
かけにして『幸福』について考えるようになる」
と言っている。

幸福も生と死の線上で、われわれは幸福を感じ
るときもあれば、不幸を感じるときもある。人間
は、必ず死ぬ、英語では mortal being と言うが、
もし人間が死ぬことがなかったらどういうことに
なるのかと考えると恐ろしくなる。人間は自分の
意志でなく生まれて、自分の意志に反して死なな
ければならない。この事実を受容して生きている
わけである。人間は、思わぬときに死に直面する。
病気、事故、犯罪、地震などで…。東日本大震災
や熊本地震がその典型例である。

われわれは、生まれた瞬間から死への旅人とな
る。矛盾しているが、生をもらうことによって死
をもらう。生まれない限り、死をもらうことは絶
対にない。愛する者が自分より先に、自分が愛す
るものより先に死ぬかもしれない。この事実をし
っかりと受け止めておく必要がある。愛し合う者
は必ず死によって引き裂かれ、別れのときは必ず
やってくる。それをいかに克服するか、その力が
われわれにあるかどうかが重要なポイントである。

２ ．健康とのかかわりで幸福を考える

死は幸福の意味を教えてくれるが、人間は死を
免れない存在であり、死があるからこそ人は限ら
れた時間のなかで幸福に生きようとする。それと
同時に、人は愛する人に囲まれて、幸福な死を求
める。大事なことは、幸福な死の瞬間まで生き抜
く強い意志〝strong will〟を持ち続けることが、
とても重要なポイントである。生き続ける、生き
るということをわれわれはどのように考えていく
か。死を意識したあと、何らかの「生きていてよ
かった」と心の底から叫べる心地よい体験「至高
体験」をへて、「素直でしたたかな人生観」へと
転換する。がんや障害があっても「生きていける、
生きていってもよい」という知恵がわいてくる。
その究極は「生きる意味」への気づきにある。そ
のようなことを永田勝太郎先生が『＜死にざま＞
の医学』という著書のなかで述べている。

健康と幸福は、ともに人々の人生・生活を支え
る概念として、しっかりと受け止める必要がある
と私は考える。誰のための健康なのか、幸福なの
か、これも大事な観点である。健康と幸福の捉え
方は、極めて個人的、主観的なものであり、一人
ひとりの人生と生活のなかで培われてきたもので
ある。その経験に耳を傾け、深く考察すれば、そ
の本質に迫ることができ、一人ひとりに寄り添っ
てそれぞれの「健康と幸福」を支えることが可能
となる。私は「健康と幸福」は奇跡を起こす概念
ではないかと考えている。

３ ．健康と幸福への社会的支援

ノーベル経済学賞を受賞されたインドの経済学
者、アマルティア・センの考え方に私は賛同して
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いる。幸福であるか否かは、ケイパビリティ（潜
在能力）のなかから、「自分のなりたいもの」や「し
たいこと」に沿って、自分が望ましいと思う状況
や行動を実現できる程度に依存すると述べている。
ケイパビリティのなかから、実際に何を望み、何
を選択するのかは本人の問題だが、センは、ある
個人が存在する機能を選択できない状況にある時
には、社会がそれを補う必要があると考えている。
つまり、本人がそのレベルにない時に、社会がい
かに健康と幸福を支援するかという問題が重要な
ポイントではないか、と言うことである。

私は大きく分けて、健康と幸福は個人的なもの
と社会的なものとに分かれるのではないかと考え
ている。個人的なものは「私利」、自分の望みや
必要に応じて、私的な努力によって獲得すること。
その基準・水準は極めて私的・個人的なものであ
る。自分の望み・必要に応じて、私的努力によっ
て獲得することである。

社会的なものは「公利」、私的努力で望みを達
成できない人に対して、公的努力によって望みを
獲得させることである。アメリカのオバマ元大統
領が健康保険に加入できない４０００万人に対して支
援体制を考えていたが、個人主義のアメリカの金
持ちはそれを否定してしまった。日本の場合は、

「公利」の意識がある国民健康保険制度は、世界
的視野からみたら素晴らしい制度だと思う。しか
し、北欧三国と比べたら、まだまだ日本は恵まれ
ない人に対しての法的制度がしっかりできていな
い。この点は、今後の日本の大きな課題である。

４ ．健康と幸福の原点―愛が重要な鍵―

健康と幸福の原点に立ち返るならば、根底には
「愛」が必要だと思う。「愛」の最大の教師は何か
と聞かれたら、私は「死だ」と答える。死とは、
愛の意味を理解する重要な鍵であり、逆に死の意
味を知ろうとするとき、愛が重要な鍵となる。

キリスト教的には、 ３ つの愛がある。 １ つは、
友情としての愛（ピリア）、 ２ つは性的合一への欲

求としての愛（エロス）、 ３ つは、万民への愛（ア
ガペー）である。古代ギリシャ時代には「真の友
を持っている人は人生をあきらめない」と言われ
ていた。日本は数年前までは、 １ 年間の自殺者は
３ 万人前後であった。現在は ２ 万人前後にまで減
少してきた。古代ギリシャ時代の考えが正しけれ
ば、本当の友達を持っている人が少ないのではな
いかと思ってしまうが、真の友を求めるだけでな
く、家族や兄弟姉妹が「心の支え」となり得るよ
うに日々努力するべきではないかと思う。

パッチアダムスと初めて会ったとき、私は抱き
しめられたが、私が静かになるまで抱き続けた。
ちょうど、魚を釣った時によくみられる魚の動き、
釣られた魚がピチピチと必死にもがいているが、
そのうちぐったりとして動かなくなる、あの光景
だ。あの瞬間、最後は、私は母に抱きしめられた
赤ん坊になったような気持ちになったことを今で
も覚えている。

さて、愛が重要な鍵だと述べたが、人は愛を知
り強くなれる。かけがえのない「愛する人」に、
疑いのない絶対的な価値を置くことが、たった一
度しかない自らの人生を手ごたえのあるものにし、
自らの命に輝きをもたせる。人は互いに愛し始め
たときからお互いを「自らの鏡」とし、「育てる」

「育てられる」という関係になる。私は、「愛する
とは、愛する人とともに『今』を生きていること
の喜びを共感し、未来を力強く生きる力を生み出
す主体的な行為である。愛は、われわれにともに

『いる・ある』ことの価値とマナーを自覚させて
くれる」と考えている。

最後に、われわれの幸福の定義を述べて終わり
にしたい。「幸福とは、自分自身の存在や〝生き
ている〟実感力をもたらせてくれる感情である。
それは、素敵な・大切な人の存在（心の居場所）、
物事の価値への気づき（心の豊かさ）、自分のやり
たいことや望むことができる場（心の行き場所）
がある状態から生まれてくる」（島内憲夫・鈴木美
奈子）。


